
トーナメント・時程表



役員集合・・・・・・・・・8時25分（設営開始）

審判打ち合せ・・・・ ・・9時55分

選手集合・・・・ ・・・・10時30分

開会式・・・・・・・・・・・10時45分

競技開始・・・・・・・・・11時15分

11：15 女子個人法形 11：15－12：00 男子個人法形 11：15－12：00 女子個人法形 11：15－12：04 男子個人法形 11：15－12：00

1‐5,12-15,20,21 11試合 1-5,11-14,19,20 11試合 6-11,16-19,22,23 12試合 6-10,15-18,21,22 11試合

12：00

女子個人法形 12:03-12:07 男子個人法形 12:03-12:07 女子個人法形 12:07-12:10 男子個人法形 12:03-12:07

24 1試合 23 1試合 25 1試合 24 1試合

女子個人実戦 12：10－12：55 男子個人実戦 12：10－13：10 女子個人実戦 12：13－12：55 男子個人実戦 12：10－13：06

1-5,10-13,18,19 11試合 1.3-10,19-22,27,28 15試合 6-9,14-17,20,21 10試合 2,11-18,23-26,29,30 15試合

13：00 女子個人実戦 13：00－13：04 男子個人実戦 13:13-13:17 女子個人実戦 13：00－13：04 男子個人実戦 13:10-13:14

22 1試合 31 1試合 23 1試合 32 1試合

13：30 男子展開 13:30-14:06 女子団体実戦 13：30－14：30

9チーム 男子団体実戦 13：40－14：55 1-４ 4試合 男子団体実戦 13：40－14：40

女子展開 14:09-14：37 1-3,6,7 5試合 4,5,8,9 4試合

7チーム

女子団体法形 14：40－15：14 男子団体法形 14：34‐15：00

8チーム 6チーム 壮年法形 14：43－15：35

15：00 男子団体実戦 14：58－15：13 男子団体実戦 15：03－15：18 1-12 12試合

女子団体実戦 15：17－15：32 10 1試合 11 1試合

【三決】 5 1試合

男子団体実戦 15：15－15：30 男子団体実戦 15：20－15：35

女子団体実戦 15：34－15：49 【決勝】 13 1試合 【三決】 12 1試合

【決勝】 6 1試合

男子展開 15:52-16:08 女子団体法形 15：33－15：49

【決勝】 4チーム 【決勝】 4チーム

16：00 女子展開 16:10-16:24 男子団体法形 15:52－16:08

【決勝】 4チーム 【決勝】 4チーム

壮年法形 16：27－16：34 壮年法形 16：27－16：34

【決勝】14 1試合 【三決】13 1試合

男子個人法形 16：37－16：45 女子個人法形 16：37－16：45

【三決決勝】25, 26 2試合 【三決決勝】26, 27 2試合

男子個人実戦 16：48－16：55 女子個人実戦 16：48－16：55

【三決決勝】33, 34 2試合 【三決決勝】24, 25 2試合

16：50

閉会式・・・・・・・・・・・17時00分

休　　　　　  　　憩

　＜１1月１7日（日）　第57回全日本躰道選手権大会競技スケジュール＞

Ａコート Ｂコート Ｃコート Ｄコート



さいとう　けんた やまぐち　かいと

齋藤　健太 山口　海斗
とよむら　しんや いしだ　ゆうま

豊村　真也 石田 優真
いざわ　そら くろはら　たける

伊澤　空良 黒原　勇児
かとう　たいむ なかむら　こう

加藤　大夢 中村　　晄
わだ　なおや つかもと　げんき

和田 直也 塚本　元気
いわま　たくみ たかはし　そう

岩間　巧 髙橋　颯
なぐら　たかひろ かつやま　けいすけ

名倉　崇広 勝山　敬介
さいとう　よしき うんの　はやと

斎藤 慶季 海野 隼斗
おかむら　けんや すぎもと　ひでまさ

岡村　健矢 杉本　英優
かねこ　ゆうた かくま りくう

金子　勇太 角間 陸右
しのだ　ひろと かんべ　りょうじ

篠田　大登 神邊　凌士
こばた　まさゆき うえだ　あゆき

小畠 将幸 上田　歩生
みずたに　ゆうき やまだ　ひかる

水谷　友紀 山田　光流

20 22

25

優勝 第２位 第３位 第４位

三決

【東京多摩】 【千葉県】
4 9

3

【埼玉県】 【宮城県】

【千葉県】 【北海道】

【北海道】 【埼玉県】

5 10

14 18

8

男子個人法形競技  26人

【東京城南】 【東京城南】

【東京城北】 【兵庫県】

1 ・ 2 回戦：運体の法形 / 3 回戦以降：体の法形から自由選択

11 15

1 6

【宮城県】 【東京城北】

【山形県】 【神奈川県】

【青森県】 【埼玉県】

【新潟県】 【山形県】

【静岡西部】 【東京多摩】

19 21

7

16

【東京城南】 【静岡西部】

【東京城西】 【東京城西】

2

12
決勝

23 24
26

17

13

あぶらい　あきら きむら　まさかず

油井　陽 木村　雅和
ふじた　ひろき こんどう　ゆうせい

藤田　大幹 近藤　祐生
えんどう　けいた しおや　ゆうた

遠藤　啓太 塩谷 優太
あおき　ゆうご さかもと　たくみ

青木 悠悟 29 坂本　巧
すぎやま　ゆうじろう よしもと かずき

杉山　優二郎 吉本　一貴
みなと　こうじ あべ　りゅう

湊　宏司 阿部　龍
もちだ　しょう ながはま　けんと

持田　翔 長濱　顯東
おのだ　しょうた どい　かつや

小野田　昇太 土井　嘉津也
はやし　げん いわばし　しょうま

林 元 岩橋　翔馬
ささき　なおき くぼ　あつし

佐々木　尚希 久保　敦資
いがらし　ひろき みやがわ　れおな

五十嵐 弘樹 宮川怜碧那
つねふじ　りょうと ちくら　けいご

恒藤　亮斗 30 千倉 佳吾
たかまつ　だいち たちかわ　ゆうた

高松　大地 立川　雄太
さかもと　みのる おち　ようすけ

坂本　稔 越智 洋介
おがわ　たけと いざわ　そら

小川　彪斗 伊澤　空良
きじま　ひろふみ なかむら　こう

貴島　啓文 中村　　晄
ささき　ひであき かねこ　ともかず

佐々木　秀彰 金子　智一

26

22

9

27 13

24

20 14

31 32
34

15

決勝

5

4

男子個人実戦競技  34人

【愛知県】 【愛知県】

【東京城北】 【静岡西部】

【神奈川県】 【兵庫県】

11

10

1 23

19 12

【静岡西部】 【埼玉県】

試合時間  予選1分30秒　三決・決勝２分  (準決・三決・決勝は1分1回のみ延長あり)
胴プロテクター着用厳守

3

【新潟県】

【北海道】

【埼玉県】

【東京城南】

【東京多摩】

【山梨県】

【北海道】 【宮城県】

【新潟県】

25

21 16

28

【愛知県】

【東京城南】

【宮城県】

第４位

33

三決

優勝 第２位 第３位

2

18

【千葉県】

【山形県】【茨城県】

【東京城西】【山梨県】

【東京多摩】 【青森県】

【東京多摩】

【東京城北】

【兵庫県】

【愛知県】

【千葉県】

【東京城西】 【神奈川県】
6

7

17

8



ももせ　はるな いなみ　あきこ

百瀬　晴菜 稲見 安希子
かまだ　かほ たまき　しの

鎌田 佳歩 田牧 詩乃
さの　あゆり やまぐち　まなみ

佐野　歩里 山口 真波
つかごし　かりん のだ　りせ

塚越　香凜 野田　理世
かんべ　ひかり むらかみ　みづき

神邊　ひかり 村上　海月
やぎはし　みずき やまね　まあや

八木橋 みづき 山根 真彩
むらかみ　かいり さとう　あゆ

村上　海里 佐藤　杏優
うちむら　えつこ ほそだ　みか

内村　悦子 細田 美佳
こめいじ　みさ はたけやま　なつみ

古明地 未彩 畠山　夏実
ふるた　わかば こまつ　ゆう

古田　若葉 小松　優
おおこし　みさき やづ　さらさ

大越 美咲 谷津　更咲
きちじま　あんな たかはし　かの

吉島　安菜 高橋　華野
はせがわ　さくらこ やまぐち　りほ

長谷川 桜子 山口　莉歩
きせ まり

木勢 茉莉

優勝 第２位 第３位

7

13

17

決勝
8

24 25

3
27

14

4 18

21 10

5 23

15

11

19

【広島県】

【東京城西】

【富山県】

26

【埼玉県】

【宮城県】【北海道】

【静岡西部】 【東京城南】

【東京城南】 【東京多摩】

【山形県】

9

第４位

三決

【新潟県】

【千葉県】 【青森県】

【東京城西】

女子個人法形競技  27人

【東京城南】 【千葉県】

【兵庫県】 【東京城西】

1 ・ 2 回戦：運陰の法形 / 3 回戦以降：陰の法形から自由選択

6

【広島県】

【兵庫県】

【静岡西部】

【埼玉県】 【東京城北】

【宮城県】

【東京城北】

【千葉県】

12 16

1

20 22

2

きせ まり やまぎわ　まほ

木勢 茉莉 山際　真穂
かんべ　ひかり まつばら　さき

神邊　ひかり 松原 聡季
きちじま　あんな はたけやま　なつみ

吉島　安菜 畠山　夏実
すずき　あやの さとう　あすか

鈴木　綾乃 佐藤 飛鳥
やづ　さらさ おおこし　みさき

谷津　更咲 大越 美咲
しまむら　まい やぎはし　みずき

島村　舞 八木橋 みづき
うの　ゆきこ むらかみ　かいり

宇野　友季子 村上　海里
むらかみ　みづき さかもと　いくえ

村上　海月 坂本　郁恵
さの　あゆり こまつ　ゆう

佐野　歩里 小松　優
ふかざわ　らん　 おおさわ　かほ

深澤　蘭 大澤　夏帆
いのうえ　まひる むらかみ　のりか

井上 麻比留 村上　典花
すみとも　あやか うえだ　みきこ

住友 文香 植田 美輝子
いなみ　あきこ

稲見 安希子

24

8

13

16

12

優勝 第２位 第３位 第４位

三決

女子個人実戦競技  25人

【東京城西】 【東京城南】

【宮城県】 【兵庫県】10 14

1 6

【青森県】 【千葉県】

【東京城南】

試合時間  予選1分30秒　三決・決勝２分  (準決・三決・決勝は1分1回のみ延長あり)
胴プロテクター着用厳守

【広島県】

【東京多摩】【富山県】

【静岡西部】 【静岡西部】

【埼玉県】 【東京城西】

18 20

7

15

2

11
決勝

3 22 23
25

【埼玉県】

【広島県】

【東京城北】 【宮城県】

【東京城北】

【千葉県】

【千葉県】

【山梨県】

【兵庫県】

【東京城西】

【東京城南】
4 21

19 9

17

5



試合時間　1分30秒

三決

5

第４位優勝 第２位 第３位

北海道 東京城西
1

女子団体実戦競技  6チーム

東京城南 千葉県

静岡西部 兵庫県

決勝

2

3 4
6

試合時間　1分30秒

優勝 第２位 第３位 第４位

三決

12

千葉県新潟県

東京城北宮城県 6

2

8
決勝

埼玉県
11

13

4

山梨県
5

9

7

3

男子団体実戦競技  13チーム

北海道

兵庫県

東京城南

10

1

愛知県

静岡西部

東京多摩

東京城西

しまみや　みつる ほしの　なおこ

島宮　満 星野 菜穂子
ふじわら　まさつぐ さとう　まこと

藤原 政嗣 佐藤　誠
たかさき　けんいち きたはら　こちづ

高崎　健一 北原　こちづ
あつみ　けい おおた　ひろし

渥美　敬 太田　寛
ごとう　ゆみ おおとも　ゆきみ

後藤　有美 大友　幸美
さいとう　あずさ ただ　みちこ

齋藤　　梓 多田　倫子
どい　みつじ すぎむら　かずゆき

土井　光司 杉村　和之

13

三決

優勝 第２位 第３位 第４位

【東京城南】

【山梨県】 【静岡西部】

【静岡西部】 【山形県】

【山形県】

2

11 12
14

8 6

10

3

【東京多摩】 【山梨県】

1.2 回戦勢命（表のみ）、3 回戦以降　活命・延命から選択 

【埼玉県】 【東京多摩】

壮年法形競技  14人

【東京城東】 【東京城西】

【東京城西】 【静岡西部】7

1

4

9
決勝

5



※1：競技順番は昨年の大会実績と実行委員会で抽選を行いました。

※1：競技順番は実行委員会で抽選を行いました。

4

2

3

順位

1

4 千葉県A

5 北海道

予　　選

No. 団体名 主審 副審 副審 場外減点 合計得点 順位

1 千葉県B

2

優勝 ２位 ３位

6 東京城南A

４位

決　　勝

No. 主審 副審 副審 場外減点 合計得点

東京城南B

3 東京城西

男子団体法形競技  6チーム

※1：競技順番は実行委員会で抽選を行いました。

3

4

2

3 千葉県B

6 東京城西

4 北海道

5 青森県

優勝 ２位 ３位 ４位

決　　勝

No. 主審 副審 副審 場外減点 合計得点 順位

1

8 千葉県A

7 東京城南A

2 東京城南B

1 東京城北

予　　選

No. 団体名 主審 副審 副審 場外減点 合計得点 順位

女子団体法形競技  8チーム



No.
※1

1

2

3

4

5

6

7

※1：競技順番は昨年の大会実績と実行委員会で抽選を行いました。

No.

1

2

3

4

東京城北

東京城西

北海道

２位 ３位 ４位

副審2 副審3

場外
減点

時間
減点

タイム

決　　勝

団体名

優勝

主審 副審1

副審2

東京城南B

予　　選

副審5 順位得点団体名 合計副審4副審3副審1主審

千葉県B

東京城南A

千葉県A

副審5 合計 得点副審4

女子団体展開競技  7チーム

順位
時間
減点

場外
減点

タイム

No.※1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

※1：競技順番は昨年の大会実績と実行委員会で抽選を行いました。

No.

1

2

3

4

北海道

千葉県A

優勝 ２位 ３位 ４位

決　　勝

団体名 主審 副審1 副審2 副審3 副審4 副審5 合計 タイム
時間
減点

場外
減点

得点 順位

静岡西部

東京城南A

新潟県

東京城南B

宮城県

東京城西

千葉県B

男子団体展開競技  9チーム

予　　選

団体名 主審 副審1 副審2 副審3 副審4 副審5 合計 タイム
時間
減点

場外
減点

得点 順位



＜大会結果・・・・ 第５7回全日本躰道選手権大会＞

優勝 ２位 ３位 ４位

総合

男子個人実戦

女子個人実戦

男子個人法形

女子個人法形

壮年法形

男子団体実戦

女子団体実戦

男子団体法形

女子団体法形

男子団体展開

女子団体展開

日本武藝躰道本院杯

優秀選手賞

最優秀選手賞



壮年

実戦 法形 実戦 法形 法形 実戦 法形 展開 実戦 法形 展開

北海道

青森県

岩手県

宮城県

山形県

福島県

栃木県

茨城県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京城東

東京城西

東京城南

東京城北

東京多摩

神奈川県

山梨県

富山県

新潟県

静岡東部

静岡西部

愛知県

京都府

大阪府

兵庫県

和歌山県

鳥取県

広島県

徳島県

福岡県

沖縄県

＊　１位・・・１０点  ２位・・・６点  ３位・・・３点  ４位・・・１点

　　　　同位の場合には、優勝→２位→３位→４位の順で多い方を上位とし、それでも同位の場合は、

　　　　団体競技種目での入賞が多い方を上位とします。

第５7回全日本躰道選手権大会　得点表＜総合＞

地区名

個人競技種目 団体競技種目

合計点男子 順位男子 女子 女子



 

      【大会要項抜粋】 

 

1. 競技種目と出場枠  

出場種目 出場枠 出場資格 

（申し込み

時） 

注意事項 補欠 

男子個人実戦競技 

（一般の部） 

2名 初段以上 胴プロテクター着用厳守 不可 

女子個人実戦競技 

（一般の部） 

2名 初段以上 胴プロテクター着用厳守 不可 

男子個人法形競技 

（一般の部） 

2名 初段以上 1.2回戦運体 

3回戦以降、体の法形から自由選択 

不可 

女子個人法形競技 

（一般の部） 

2名 初段以上 1.2回戦運陰 

3回戦以降、陰の法形から自由選択 

不可 

壮年法形競技 2名 初段以上 

（40歳以） 

1.2回戦勢命（表のみ） 

3回戦以降、活命・延命から選択 

不可 

男子団体実戦競技 

 

１チーム 初段以上 

 

1チーム男子 5名 

競技監督 1名（原則として会員、初段以上） 

 胴プロテクター着用厳守 

1名まで可 

女子団体実戦競技 

 

1チーム 初段以上 

 

1チーム女子 5名 

競技監督 1名（原則として会員、初段以上） 

 胴プロテクター着用厳守 

1名まで可 

男子団体法形競技 

 

2チーム 原則として 

初段以上 

1チーム男子 5名  

体・陰から自由選択 

1名まで可 

女子団体法形競技 

 

2チーム 原則として 

初段以上 

1チーム女子 5名  

体・陰から自由選択 

1名まで可 

男子展開競技 

 

2チーム 原則として 

初段以上 

1チーム男女 6名 背番号制 

※ 女子混合可  

1～6名ま

で可 

女子展開競技 

 

2チーム 原則として 

初段以上 

1チーム女子 6名 背番号制 1～6名ま

で可 

※展開競技・団体法形競技の決勝戦進出は予選後、上位 4チームが決勝戦進出となりま

す。（予選のブロック分けはありません） 

※出場資格については申込み時点での段級位になります。 

 

 

 

 

 



 

実戦競技の競技時間 

※ 決勝戦・三位決定戦・準決勝のみ延長戦（１分１回のみ）行います。 

                  回

戦 

      競技 

予選 ３位決定戦・決勝戦 

一般 

男子個人実戦 
１分３０秒 

２分００秒 

男子団体実戦 １分３０秒 

女子個人実戦 
１分３０秒 

２分００秒 

女子団体実戦 １分３０秒 

 

※団体実戦競技監督は、原則として初段以上の日本躰道協会会員とし、競技参加時は正

装とする。初段未満もしくは日本躰道協会員でない場合は、大会申込書にその旨を記載

し、事前に実行委員会に許可を得る必要があります。 

 

 

2.出場資格と出場制限 

※出場資格・制限を違反した場合は、全ての出場種目が失格になります。 

 

【出場資格】 

1） 申し込み時、日本躰道協会に「一般会員」「正会員」「高校躰道部所属会員」として登

録されており、高校生以上の年齢を満たす者。 

2） 出場費納金期限までに「一般会員」は令和 6 年 9 月分（第 2 期）までの協会費が登

録時より継続的に支払われていること、「正会員」は令和 6年度までの正会員費が支

払い済みであること。 

3） 出場資格については、申込み時点での段級位になります。見込み段級位での申し込

みは不可ですのでご注意下さい。 

 

【出場制限】１人 2種目（展開競技に出場する場合は 3種目も可） 

1）推薦出場枠（個人種目のみ） 

   本大会令和 5年度、個人種目ベスト 3の選手は前項で決められている出場枠とは

別に申し込むことが出来ます。 

  2）出場資格が「原則として初段以上」の種目は 2級以上でも各県地区理事長の推薦 

がある場合は出場が認められる。〔理事長推薦書〕を必ず添えて提出すること。 

※怪我に繋がりますので、実技を確認し理事長責任で推薦を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

6. 棄権・ドクターストップ・補欠制度等について 

（2014/9/5 付 審判局〔棄権・ドクターストップ・補欠制度等に関する通知書〕より一部

抜粋） 

 

【棄権】  

定義 

・自らの意思によるもの。（怪我、遅刻等） 

決定事項 

・個人戦で棄権の場合、その後の該種目への出場は不可。 

・団体戦で棄権した場合、その後の当該種目への再出場を認める。 

(例) 

・怪我で午前中に団体実戦を棄権した後の次戦以降への再出場 

※ただし、体力温存等戦略的な棄権の場合、再出場は認めない。 

・棄権した種目以外の種目への出場は認める。 

 

(実戦競技における判定例) 

・赤の選手の蹴りが白の選手の顔面に当たり(失格を言い渡す程ではない)、白の選手が

大事を取って自ら棄権を申し出た場合。 

⇒赤に注意を与えた後、「白棄権につき、赤の勝ち」となる。 

 

【補欠制度】 

決定事項 

・補欠も種目制限の対象とする 

・補欠制度を利用した場合、元の選手の復活は不可 

・怪我等やむを得ない場合のみ制度の利用可 

・各競技の補欠人員は以下の通りとする。 

 ・団体法形競技：１チームにつき 1名 

 ・団体実戦競技：1名 

 ・団体展開競技：１チームにつき 1～6名 

 

 

 

 


